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ースタートカリキュラムに基づく生活科授業実践を中心にして一

The Quest for Elementary School Curriculum that is Emphasized Connecting 

from Preschool Education 

下地昌代

Masaya SHIMOJI 
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1. はじめに

『小学校学習指導要領』（文部科学省 2008: 73)の生活科の「指導計画作成と内容の取扱い」では，

「国語科，音楽科，図画工作科など他教科等との関連を積極的に図り，指導の効果を高めるようにする

こと。特に，第 1学年入学当初においては，生活科を中心とした合科的な指導を行うなどのエ夫をする

こと」や幼小接続に関して相互に留意する旨が示された。また，「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接

続のあり方について（報告）」では，幼児期の教育の目標と児童期の教育の目標を「学びの基礎力の育成」

という一つのつながりとして捉えるとしている（文部科学省 2010)。

また，『小学校学習指導要領解説生活編』の「改訂の趣旨」（文部科学省 2018a:6)では，「幼児期の教

育との連携や接続を意識したスタートカリキュラムについて，生活科固有の課題としてではなく，教育

課程全体を視野に入れた取組とすること。スタートカリキュラムの具体的な姿を明らかにするとともに，

国語科，音楽科，図画工作科などの他教科等との関連についてもカリキュラム・マネジメントの視点か

ら検討し，学校全体で取り組むスタートカリキュラムとする必要がある」と指摘された。さらに「改定

の要点」として，「生活科においては，言葉と体験を重視した前回の改訂の上に，幼児期の教育とのつな

がりや小学校低学年における各教科等における学習との関係性，中学年以降の学習とのつながりも踏ま

え，具体的な活動や体験を通して育成する資質・能力（特に「思考力，判断力，表現力等」）が具体的に

なるよう見直すこととした」とあり，教科目標の中でも「生活科が教育課程において，幼児期の教育と小

学校教育とを円滑に接続するという機能をもつことを明示」（前掲 2018a:8-9)することが求められた。

筆者のこれまでの実践を振り返ってみると，それぞれ特色のある幼児保育・教育施設（町内外 13施設）

で保育や幼児教育を経た，家庭や保育環境，経験知に違いのある児童を受け入れて一緒に学校生活をス

タートし学習を共にしていくことへの指導の難しさを感じ，まずクラスの規律を揃え，それに適応させ

ることに重きを置き過ぎていたとの反省がある。生活面・学習面の個人差に応じた個別支援として，家

庭と連携し個別の育ちに応じた支援を行ってきたが，その指導過程に時間を要した。また，スタートカ

リキュラムの工夫・改善にも時間配分や内容に課題が存在していた。更に，保幼小連絡会を立ち上げて

共通理解と連携構築を目指したが，双方間の理解が深まっているとは言えないのが現状であった。加え

て，幼児教育での経験や発達の理解，これまでの育ちを踏まえた支援や指導・授業づくりの工夫にも課

題があった。

筆者の第1学年の指導経験から，児童が実際に受けてきた就学前教育では，自分で選択して体験的に

時間をたっぷり使って活動できていたのが，小学校での 45分という授業の区切りや 10分間という短い

業間休み，座学への我慢や学習規律を強いられることによる児童のストレスが見受けられた。また，教

科の枠に縛られ，興味•関心や活動のつながりが途切れる事や，幼児教育で培ってきた「年長プライド

の消失」による行動面での後退も見られた。
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以上のことから，年長プライドを引き継ぐ指導や，総合的な学ぶ活動である遊びから，教科学習への

移行による抵抗感を緩和する教科等横断的なカリキュラムを基にした指導が必要である。そのためには，

小学校の教師が幼児教育への理解を深め，接続期カリキュラムであるアプローチカリキュラムを基に就

学前との育ちの連続性を意識した，スタートカリキュラムの作成が求められている。

2. 研究の目的

本研究の目的は，幼児教育とのつながりを重視し，就学前教育と小学校教育のスムーズな接続を企図し

たスタートカリキュラムの改善を図ることである。具体的には，筆者の勤務校が所在する自治体の年長

児の実態に基づいたスタートカリキュラムの作成と，それに基づく生活科による合科的学習を生かした

指導の工夫であり，その実践を報告することでスタートカリキュラムの改善事例を示す。

3. 研究方法及び内容

(1) A町保育所・保育園・幼稚園・認定こども園及び町内小学校1年担任への実態調査と分析

(2)実態調査と分析に基づいたアプローチカリキュラムとのつながりを意識したスタートカリ

キュラム作成

(3)実践を通したスタートカリキュラムの改善

4.研究の実際

(1)幼小接続に関する近年の動向

『小学校学習指導要領解説生活編』（文部科学省 2008)の「改訂の趣旨」では，「小 lプロブレムな

どの問題が生じる中，小学校低学年では，幼児教育の成果を踏まえ，体験を重視しつつ，小学校生活に

適応すること，基本的な生活習慣等を育成すること，教科等の学習活動に円滑な接続を図ること，など

が課題」であり，「幼児と児童の交流をはじめとした幼児教育との連携を，一層推進することが改めて重

要である」と記され，幼小の接続の重要性の認識とその取り組みの推進が求められた。

『小学校学習指導要領解説生活編』（文部科学省 2018)の「指導計画の作成内容の取扱い」では，次

のように示された。

他教科等との関連を図り，指導効果を高め，低学年における教育全体の充実を図り，中学年以降

の教育へ円滑に接続できるようにするとともに，幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿との関連を考慮すること。特に，小学校入学当初においては，幼児期における遊びを

通した総合的な学びから他教科等における学習に円滑に移行し，主体的に自己を発揮しながら，よ

り自覚的な学びに向かうことが可能となるようにすること。その際，生活科を中心とした合科的・

関連的な指導や弾力的な時間割の設定を行うなどのエ夫をすること。

幼児教育との育ちの連続性を考慮した指導や円滑な接続の工夫，生活科を中心とした合科的•関連的

な指導弾力的な時間割の運用が求められている。

(2) A町内の幼児教育施設・幼稚園・小学校のアンケート調査の結果から

スタートカリキュラムを作成するに当たり，令和 3年 11月にA町の幼児教育施設へのアンケート調査

を行い，その結果に基づいたスタートカリキュラムの作成を行うこととした。アンケートは，以下のよ

うな分析結果となった（表 1)。

育成する能力について，保育園では，「豊かな感性や生活習慣の育成」が重視されている傾向が見られ

ることに対して，幼稚園では「人間関係作りやコミュニケーションカの育成」が重視されている傾向が
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表1 A町内の幼児教育施設・幼稚園・小学校のアンケート調査結果
「A町内幼児保育・教育崖設、公立幼IIIiへの意織 ・実態胃査結果 1--Q)J●査a.11月I5 a rA町内幼児保育 ・教育崖設、公立幼撞園への意識 ・実鑑調査結果 1-<D」●査日： II月I5日

質問項g 幼児保育 ・敦育篇餃 (9鮨設） 公立幼憎饂 (411)
質間項B 幼児保育教育庫設 (9鰤設） 公立幼権園 (4111)

・子ども間 ・保幼小職員間の交汝や情 • お互いの保育や保育國への保育参霞や

1保育内容で特 ・豊かな感性や情榛を育てる ・人への思いやりを持つこと 輯交換の潅進が必賽 9lヽ 学校の授業参戴の町間がとれない

に重視して取り ・基本的な生活習慣を身に付ける ・考えや思いを言菓で伝える事 ・年度末の申し送りが｀斬学期で人事 ・年1111を通しての情輯交襖会がもてない

組んでいる項目
8 保幼小連携で 異動等でしっかり引織がれていない ・コロナ績で交流が計直通りできない

困っていること ・年度末の交疏会や情鑢交換会の ・保幼小の保育 ・教育内容の共通理鱗を
2現峙点での年長児 ・ルールやマナーを守ることできる ・友達と仲良く活動する 日程鯛整が蝙しい 図る印間濾保

の実饂 ・じっくり葺え粘り強く取り組める ・活動的な遊びを好み、意欲的に遊ぷ ・入学前の文字祁導の粗違 ・小学生と111児の交流峙問が少ない

. g分の思いや蒼えを話すことができる • 生活習慣が身についている ・ゆとりを持った計繭ができない

・自分の思いや蒼えを話すことができる ・自分の思いや考えを話すことができ
・組織の悴を趨えた情蝙交流 ・連携の ・ 保•幼小交流会（小学校に見学 ・ 保育1i11

豫9ヒ・充実 児を担く）

3卒園までに重点的 ・じつくり蒼え粘り強く取り組める る ・情鴨交換会の持ち方や内容の精選 ．勉残会 （カリキュラム編成 ・霰学まで

に育てたい項g ・友達と仲Rく活動する ・じっくり葛え、粘り強く取り組む ・子ども同士の交漬の讚会を作る に付けたい力の共通哩解 ・1年担任と

・ルールやマナーを守ることできる ・友達と仲良く活動する
・進級先の輝千を写真で褐示したり、 の情輯交換）

9今後の保幼小連隣 進級後の輝千を知りたい • 新 1 年生になっての 1 遷間の蝶子を見

・子どもの亮達や学びの連緩性を見通 • 干どもの亮違や学びの連黛性を見 で取り組んでみ ・小学校教諭を保育参攣に招きたい 学したい

した教育鰈程を編成するため 通した教育罠程を編成するため たいこと • お招き会ではなく小学校での体験活動

4．保幼9卜連携 ．接統
• 特別な支榎を妻する子どもに対応する為 ・保育 ・教育内容や指導方法など

をさせたい

についての意義 ・引き続き、支援学級兒学や引継ぎ相談
・保育・教育内容や指導方法などについて について相互理解を図る為 ・保幼小の保育 ・授業参戴

相互哩解を図る為 • 特別な支援を賽する子への対応 ・保育'Ill1.:. 、 “”員饂iスふ冒予•,i;:(TJ子•ども遠i

• お招き会を通した交祗 • 5年生との交祗 の様子を見に行きたい．

• お招き会や行事 ・ 輯の活動 ・ 休艶峙
・保幼小が連携している実績を具体的に保 • 生活科を通した交流の充実

5小学校との連携 ・ ・行事や生活科を通した交流 霞者へも 「見える化Jしたい． . lill児の9立に向けた指導の、入学後の

接続の取り組み ・入学前後の連絡会や情籟交襖会 1111の交洟 ・日幌を鍾認し明鐘にすることで、保幼,1ヽ 効果を知りたい．

状況 ・行政による協霞会や情籠交換会 ・行政による協議会や情鑽交換会 IO 小学校への賽望 が相互を支え合い．裏め合える． ・幼小達携計直が、予定通りに行えてい

(fl児・児童・職員間） ・入学前後の連絡会や情鑽交換会
賞問ご意見等 ・情暢交換会の日程●菫はお互いの事情 ない事項があり、小学校の月行事計繭

を考慮してほしい。 にも明記してほしい．意織してもらう
・交流活動についての打ち合わせ ・保幼小での亮達陣害等の勉強会． ことで島幼稚1i11からの声讃けや打ち合

6保幼9卜連携 ．接絞 • l • 2年生の生活科学習を通した交流 • お招き会を通した交流 ・卒躙児の進学後の繹子が知りたい． わせもしやすい．

の敢り組み内容で • お招き会を通した交祗 • 5年生との交流
・保育111では、畳かな感性や生話習慣の育 ・幼fllllでは、人間関係作りやコミュニ

成が重視されている傾向が見られた． ケーションカの育成が重視されてい
重賽だと思う ・行事を通した交流 ・入学前後の連絡会や情籟交換会 ・年長児の実態は、『規律を守る」r粘り頸 る傾向が見えた．

項目 ・入学前後の連絡会や情籠交換会 ・行政による協議会や情暢交襖会 く応り組む」 r思いや葛えを話す」とい ・年長児の実態l:t、『活動的な遊びを好

(II児・児童・職員間） ・行政による保幼小学校合同連携協議会 う傾向が見られた． み意欲的に遊ぷ』 r友達と仲良く活動

・保幼9卜職員同士の情籟交襖 ・小学校入学までに育てたいことを共 ●査結果からの考稟
・保幼小の情輯交襖会の計直を事蔚●整し できる」「生活習慣が夕についている」

7．幼児期の育ちをヽ lヽ て年1111tt直に明配してltil!ii的に実箪 という傾向が見られた・

学校につなげるた
・共通哩解を深めるための研修会 通理解 ・情帽交襖する峙間蘊保 ・保育 ・教育内容（カリキュラム）の共通 ・幼,Jヽ連絡会議の実鰤でカリキュラムを

・職員 ・保護者を交えた意見交襖会 ・幼ヽ トの保育 ・授業参観 理鱗を図り、育ちの連続性を目指す． 共有し、育ちの連黛性につなげる．

めに必蔓だと思う
・子ども達の交流学習 ・幼ヽ Jヽ合同研修会での育ちの連続性と

．鮨絞紹介写真掲示やお便り等で知らせ． ・保育 ・授業参霞を通して円滑な接練に

取り組み 子どもや裸護者へ安心感をもたせる． つなげる．
カリキュラムの蘊認 ・保育 ・授業参鐵の実鰤で共通理解する．

ある。年長児の実態については，保育園では「規律を守る・粘り強く取り組む・思いや考えを話す」と

いう傾向があり ， 幼稚園では「活動的な遊びを好み意欲的に遊ぶ・友達と仲良く活動できる•生活習慣

が身についている」という傾向が見られた。そのことから，保育園では規律を守ることに意識があり，

幼稚園では友達との関係作りを大切にしている傾向が伺える。保・幼・小が共通して取り組みたい事項

としては，「保育・授業参観，保育・教育内容（カリキュラム）の共通理解，保幼小の情報交換会・連絡

会議の実施」が挙げられていた。また，保育園・幼稚園で卒園までに重点的に育てたい項目として，以

下の3つの項目が把握できた。①自分の思いや考えを話す力②友達と仲良く活動する力③じっくり考え

粘り強く取り組む力の育成である。これらの能力の育成に向けて，年長児の実態も視野に入れながら，

時間設定の工夫，合科的•関連的指導，効果的な学習活動の組み立て，これまで培ってきた「年長プラ

イド」も生かした発問の工夫等に考慮し，スタートカリキュラムを作成することとした。

(3)スタートカリキュラムの作成の意図

先述のA町のアンケート結果から，重点的に育成したい項目として挙がった，「自分の思いや考えを

話す力」「友達と仲良く活載する力」「じっくり考え粘り強く取り組む力」の3つの項目の育成に向け，

次の3つの学習時間を工夫し，さらに学習活動の留意点（以下④～⑥)を加味してスタートカリキュ

ラムを作成した。

① 「自分の思いや考えを話す力」を育成するために，朝の会から 1校時にかけて「ゆったりタイ

ム」として幼児期に親しんできた遊びの要素を取り入れた活動で，楽しさや安心感を作る時間と

し，安心して話す場面を多く設けた。

② 「友達と仲良く活動する力」 の育成のために， 2 • 3校時を連続して設定した「いきいきタイ

ム」と し， 生活科を中心と した合科的•関連的な学習活動にゆったり取り組む時間とした。 「いき

いきタイム」には， 友達との交流場面を多く設けて友達と仲良くなれる活動を設定した。
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③ 「じっくり考え粘り強く取り組む力」の育成のために， 4校時は「わくわくタイム」とし，カ

リキュラム前半は給食指導や帰りの準備の時間，後半からは学習に対する期待感を生かして，教

科学習にじっくり取り組む時間とした。教科学習を通して粘り強く考える場面を設け，児童の考

えを全体で共有しながら楽しく学習に取り組ませる。

また，年長児の実態として，保育園では「規律を守る・粘り強く取り組む・思いや考えを話す」と

いう傾向があり，幼稚園では「活動的な遊びを好み意欲的に遊ぶ・友達と仲良く活動できる•生活習

慣が身についている」ということから，どちらの実態も生かせるように，④活動的な遊びと小学校で

の規律の指導をバランスよく組み入れ，児童の実態を生かした活動ができるようにした。さらに，⑤

教科学習の比重を段階的に増やしていくと同時に幼児教育での遊びの要素を段階的に減らし，徐々に

小学校の学習に馴染んでいけるように配列した。また，⑥単元配列表を基に関連性のある学習を合科

的に関連づけて指導できるようにすることや，生活科を中心として各教科をつなぎ，馴染みのある幼

児期の総合的な学びのスタイルを意識して指導できるようにした。

カリキュラム実践の留意点として，ア．児童の実態に合わせて柔軟に計画を変更する意識で実施す

る，イ．幼児期の学びを土台にし，小学校との学びの連続性を意識した指導を行う，ゥ．幼児期に獲

得した力を十分に発揮できるよう，児童を認め自己肯定感が高まる言葉かけや勇気づけにつながる支

援を心がける，エ．児童の考えを引き出し一緒に考えながら，小学校生活を進めていけるようにした。

(4)作成した単元配列表とスタートカリキュラム

スタートカリキュラム作成にあたり，合科的•関連的指導を行うため以下の単元配列表（表 2) を

作成し，カリキュラム（表3)に反映させた。特に2 • 3校時に設定した「いきいきタイム」では，

生活科と他教科を合科的•関連的に設定し，学習内容を関連付けながら幼児期での総合的な学びのス

タイルと違和感なく取り組めるようにした。

表2 単元配列表 表3 スタートカリキュラム（第3週）

m,1貫l,92, ,3, 94, 鵞51 算6, ,7, 鵞Bl くこの週で目指す子どもの姿＞ 学校生活の様子を知り，安心して楽しく過ごす．

云
翡 II 紐なしtou吋Iどうそようし

土＂亡

時 4月18日（月） 4月19日り） 4月20日（水） 4月21日（木） 4月22日（金）

「ゆったりクイム」：幼児期に親しんできた遊びの夏素を取り入れた活動で，楽いさや安心感を作る時間．

朝 帆の挨拶ー ランセルの片付け→ 道具の片付け→ 日由遊び

暉康霞費 ②水やり ③歌おう・手遊び ④みんなで遊ぼう（レク遊び・鼈み聞かせを開く•お話をしよう）

※幼児期に親しんできた遊びや，友達と閲わる活動を取り入れ安心感を持たせる。

音楽 国籍 道徳 音楽 国簡

l 「うたってなかよしJ rぉ話たのしいなj 「あいさつパワー1 「セブンステッブJ 「どうぞよろしく」

・みんなで遊びな •いろいダよお話 ・心を込めて検拶 ・友達と一緒に楽 • 自分の名前をT

廷
がら楽しく歌お を聞いたり，絵を をするRさを葛 しく繭ろう． 寧に書く．

ぅ． 見てお話をする。 え入 校歌を歌おう ・ひらがな練習

「いきいきクイム」：生活科を中心とした合科的•関連的な学習活勧に．ゅったり取り組む峙Ill.

生活・体育 算数•生活 算数・体育 算数・図工 生活2時間

2 「1年生になったよJ 「IOまでのかずJ 「IOまでのかずJ 「10までのかずI 「なかよくなりたいなJ

・小学校生活に覆 •おはじさやプロッ •おはじきやプロッ •おはじさやプロッ •名刺を書いて，

盲棗
しみ，安全を守 クを数える． クを徴える． クを数える． 友達と自己紹介

つてくれる人や • 「3Jの意味や霞 • 「 l J 「2」の意味や ・「4J「5」の意味 をしながら．名

3 交通標織につ み方書き方がわ 観み方・書き方 や鼈み方・書き 剌交換をする．

訂直 いて知る かる。 がわかる。 方がわか入 ・交換した名刺を

「わたしのあさがおJ 「整列・遊具遊び」 「好きな働いっばい」 ノートに貼る。

「整列・遊具遊びJ •あさがおのIIを ・グループ分け ・自分の好きな物

・菫びっこ 櫨える． 遊具避び を楽しく描く．

避具遊び

＂ 
「わくわくクイムJ．学習に対する閉待感を生かして，教科学習にじつくり取り組む峙間。

日爵 書写 国籍 日1!i 算数

翡 4 rいいてんき」 rri分の名前を書こうJ rあつまって話そうJ 「えんびつとなかよしJ「10までのかず」

給を見て、友達 ・正しい姿勢ao ・好きな動物につ ・正しい姿勢や鉛 ・1~5の敷字の

＂甜

とお話をする． 筆の持ち方で， いて話す． 箪II)符ち方で． 意味や覆み方・書

・ひらがな練習 g分の名前を書 ・ひらがな棟習 ひらがなの練習 さ方がわかる．

＜． をする．
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(5)作成したスタートカリキュラムの実践から

①幼児教育との接続を意識した授業づくり

田澤 (2020)は，「幼児教育は小学校以上の教育とは異なり，資質・能力の3つの柱も，育む方法も異

なる。様々なあそびを経験する中から『知識・技能の基礎』『思考カ・判断カ・表現力等の基礎』『学び

に向かうカ・人間性等』が育まれる。小学校の授業に役立てるために幼児教育があるわけでもない。今

の育ち（幼児期の遊びの中の育ち）と次の（小学校）も理解し、さらに伸ばすための接続ということで

ある」と述べている。

田澤が指摘するように幼児教育で培った力を土台にこれまでの経験を生かした活動ができるよう，児

童と対話しながら知識や体験を引き出し，「年長プライド」を生かしながらつながりを意識して指溝する

ようにした。児童が幼児教育で培ってきた力を理解し，小学校での資質・能力へとどうつなげていくか

を意識しながら，「保育園や幼稚園でもやった事あるかな」，「知っている事を教えてください」等の問い

かけをし，これまでの経験に基づく知識・技能をクラス全体で共有しながらその土台を基に学習が進め

られるようにした。また，授業実践を通して分かった事として，児童の実態に応じてカリキュラム実践

を柔軟に変更しながら行うことも必要である。その為には，児童との早期の信頼関係づくりを基本にし

ながら，児童の意欲や理解度を把握し，教師が臨機応変に対応する判断カ・調整力が求められる。

さらに，児童の実態に対応できるような教材・教具の準備には，学年間での情報共有と共通理解をし

ながら，協力して準備する事が大切である。この時期の児童にとって担任教師の対応が，学校生活への

意欲と適応に大きく影響することから，勇気づけの言葉かけを行い，児童の変容を見取り，価値付けし，

自己肯定感と自信を高め，「年長プライド」を引き継いだ指導を行うことを大切にした。

②個別の指導・支援から見えてきたこと

特別支援学級に所属する B児の協力学級として入学当初から受け入れ，その個別の指導を通した児童

同士の関わりを，学級づくりに生かせるようにした。互恵性のある関わり合いを通して，学級の中で相

手を理解すること・思いやり・許す気持ち・共感・助け合う姿等が見られ，学級集団の質の高まりにつ

ながった。日々の学校生活の中でB児はまわりの児童と多々ぶつかり合い，それを基に学級全体で話し

合うことで様々な気付きが見られた。 7月になると児童から，「前より B児は怒らなくなったよ」，「嫌な

ことをした後に，謝ることができるようになっているよ」等のB児の成長に気付く発言があり，そのこ

とを学級全体で共有する事でお互いの成長を喜び合える関係づくりと，自他の成長に気付く力の育成に

つながった。

冷めた態度の C児は，学習への意欲が低かったが， 1年生を迎える会でのダンス発表で生き生きと体

を動かし，そのことを教師や学級の児童から認められたことで自信となり，以後の学習意欲の向上へつ

ながっていた。また， D児は，小食で給食への不安があり，給食時に毎日泣いていた。給食時の不安と，

母子分離不安も重なり，登校時から泣いていることもあった。その対応として，本人の希望もあり，教

師の横の席でしばらく学習させ，教師は勇気づけの言葉かけや優しく背中をさする等のケア的支援をし，

温かくて柔らかいぬいぐるみやひざ掛け等を用意することで， D児は少しずつ落ち着き， しばらくする

と学習に向かうことができた。そのことからも，安心感を土台とした支援の大切さを再認識した。

これらの事から，担任の教師は児童相互の交流を促しながら，同時に接続期の児童の環境の変化によ

る不安を受けとめ，勇気づけの言葉によって挑戦する力につなげる重要な存在であり，カリキュラムの

工夫と合わせて教師の丁寧な対応が円滑な接続の鍵だといえる。

(6)保護者アンケートの結果からの検証・考察

入学前後の児童・保護者の様子について，学級保護者へのアンケート調査を 6月に実施し，保護者か

ら見た児童の様子や保護者の意識について把握することで，幼小の円滑な接続が進められたかを検証す

る手がかりとした（表4)。これらのアンケートの結果から，入学前の不安としては，児童・保護者共に
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友達についての不安が一番多く，次に勉強，

給食となっていた。入学してから楽しいと

感じている事や困った事としても友達との

関わりを挙げており，児童・保護者が友達

との関わりへの関心が高いことから，担任

は良好な友達関係づくりに配慮した学級づ

くりや個別の支援が必要だといえる。

表4 保護者アンケートによる集計結果

また，楽しんで学習できる授業の工夫と，

児童が気持ちを伝えた時に，教師がそれを

しつかり受け止める姿勢が求められている。

給食への不安を抱いている事から給食時間

の支援も大切にしなければならない。保護

者が児童の成長を感じる事として，自主性

の芽生えや読み書きができるようになった

事が挙げられており，児童の生活や学習ヘ

の意欲を引き出し，達成感へつなげること

が必要である。スタートカリキュラムにつ

いては，保護者にとってもわかりやすかっ

たとの意見があった。幼小接続については，

年長児の時に小学校との交流を増やしてほ

しという意見や，保育園との連携も配慮を

してほしいとの意見があり，小学校と同じ

敷地内に在る公立幼稚園と離れた場所にあ

る保育園との幼小連携の差がないように努

めることが求められる。保護者から見て児

童が学校生活を楽しんでいると感じる事に

ついて，「学校の事や友達の事を楽しそうに

話す」「毎日楽しそうに登校している」との

回答が89％あったことから，今回のスター

トカリキュラムの実施により幼小の接続が

概ね円滑に進められたといえる。

内容

し 入学前のお子さ

んの不安

2.入学前の保護者
の不安

3.入学後の児童が
楽しいと話して

いたこと

4.入学後に児童が
困っていたこと

5.入学後に保護名
が気になってい

たこと

6.保護者から見
て、児童が楽し
んでいると感じ

ること

1.入学してから成
長したと感じる
こと

8.スタートカリキ
ュラムについて

（気付いた点）

(7)児童アンケートの結果からの検証・考察

回答調査fl: 6月30fl：回答人致 ．17人
ア友達ができるか 76% 
イ 勉強が離しそう 汲％

ウ 給貪はおいしいか l2% 
工 どんな決まりがあるか 6% 
オ どんな先生か 29% 
力 その他（ ・不安よりも早く学校へいさたい 18% 

・授業中にトイレに行さたいと伝えられるか

・仲良しの友達と同じクラスになれるか）

・友達ができるか（仲良くできるか） 29% 
・勉強についていけるか 汲％

• 楽しんで通えるか 24% 
・先生や友達に思いを伝えられるか 18% 
．柑子に座っていられるか l2% 
・袷貪をたべることができるか 12% 
・忘れ物をしないか 6% 
・トイレに行けるか 6% 
・先生とうまくいくか 6% 
・休み時同に遊ぶ 29% ・プールで泳ぐ事 凶％

・体白の学習 四％

・勉強が楽しい 24% •新しい友達ができた 12% 
• 音楽の学習 12')(, • 国涵の学習 6% 
・算数の学習 6% ・図工の学習 6% 
・当番やB函 6% ・先生に奏められたこと 6% 
・友達とのトラプル 35% ・給貪の完貪が鑑しい 12% 
・勉強が鑑しい 6% • 朝の準傭 6% 
• I人で登校できるか 6% ．峙間の潤整 6% 
・学校に忘れ扮 6% ・友達との関わり 6% 
・昂板が見えづらい 6% • 水泳の着廿えが恥ずかしい6%
・自分の思いを話せるか 12'lら ・友達とのトラブル 12% 
・勉強についていけるか 12% ・下校峙の安全 6% 
・言葉伎い 6% ・袷食を貪ぺているか 6%
• いじめはないか 6% ・準備が早くできない 6% 
・慧中症にならないか 6% ・泥んこ遊びで転ぷ 6% 
・学校の事を楽しそうに話す 59% 
・友達のことを楽しそうに話す 18% 
．饒日楽しそうに登校している 12% 
・召楽で習った議を家でも歌う 6% 
• おあさがおが咲いたことを嬉しそうに話す 6% 
・翌日の準・を話す保子から 6% 
・ブールで営れたことが自信に 6% 
・入学当初は緊張が見られたが今はスムーズ 6% 
・友達と遊びたくて児童鱚へ行さたいと話す 6% 
・宿題や持ち物の準纏を自主的にする 41% 
・讀み書きがでさるようになった 12% 
・ 時間劃を見て自分で嘩•できる 12% 
・自分の事がでさる 12% 
・幌の準傭がスムーズになった 6% 
・友達が多くでき楽しそう 6% 
・ロ涵力がついてきた 6% 
・気遣いができるようになった 6% 

・子どもと共有したいので疏み仮名をつけてほしい． 6% 
• 一日の浚れが分かりやすくて良かった。 6% 
・持ち物や連絡も書かれていて助かった。 6% 

入学前後の児童の思いや考えについて，児童へのアンケート調査を 7月に実施し，幼小の円滑な接続

が進められたかを検証する手がかりとした（表5)。

入学前は友達や勉強，先生への不安が見られたが，入学してからは友達と遊ぶことに多くの児童が楽

しさを感じ，プールや自由なお絵描き等の幼児教育で経験した活動と親和性のある遊びの要素が大きい

活動に楽しく取り組んでいる事が伺える。好きな時間も休み時間で，友達と自由に開放的な気持ちで遊

びたい様子であった。楽しい・好きな教科としては「算数」を挙げている児童が多く，数への興味・閑

心が高いことが伺えた反而，難しく感じている教科としても挙げており，興味•関心はあるが理解に差

が見られる。「囮エ」も難しいと感じている児童がおり，幼児教育での経験値の差があることが，苦手意

識につながっていると思われる。また，国語テストが難しいと感じている児童は，語彙力や理解力が弱

く，家庭での読み聞かせや会話の少なさが見受けられた。それらのことから，スタートカリキュラムに
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おいては，児童との会話や読み聞かせを多く取り

入れること，友達との関係性を作る活動や遊びの

要素を取り入れた学習活動を工夫すること，数を

数えたりする活動を合科的に取り入れること，作

成・表現場面では，技能面を身に付ける活動と，

のびのび表現できる活動を組み合わせる等の配慮

と工夫が必要だといえる。併せて，学級づくりと

個別の支援を両軸でバランスよく実施することが，

楽しい教科学習の土台となる。児童アンケートの

結果から，96％の児童が学校で楽しいことがあり，

64％の児童に特に困っていることがないとの回答

から，半数以上の児童は小学校生活を楽しく過ご

している事が伺える。残りの 36％の児童について

は， 20％が学習面での難しさ， 8％が給食での困

り事， 8％が友達関係での難しさを感じている事

が把握できた。その事を踏まえて，授業や個別の

支援の工夫，食育の実践や家庭との連携，コミュ

ニケーションスキルを育む活動を取り入れていく

ことが必要である。

表5 児童アンケートによる集計結果

内容 回笞胃査B:7月21B 躙査対象：1年1組児童 回笞人散：25人

1入学即 陳遅ができるか 56% 謹薩Iiわかるかな 52% 

気もち 陳紐侵しいか 52% cどんな蘭強か 40% 

(3つ還択） 隊み睛lに遊ぺるか 44% @綸食はおいしいか 44% CT)その他 4%

2学校で楽しい ・友遠と近ぶ 28% ・プールで泳ぐ 20% ・自由帳へお絵描き 16% 

こと ・図書館で伍書 12% • おしゃべり 4% ・虫取り 4% 

・ドッジポール 4% .なわとび 4% ，音茂 4% 

3好きな晴 ・休み時問 48% ，体育20% ，図書館で疏書16% • 朝の水やり 4%

4薗強で楽しい ・算散 28% ，テスト 20% ・目且 16% ・体育 8% 

こと ・音楽 8% ・目I 8% 'ブールで泳ぐ4%

・なわとび 4% • 生活 4% ・タプレット 4% 

5好きな教科 ・算教 29% 眉語 20% 、体育 12% 

・図I 12% • 音楽 8% • 生活 4% ・道徳 4% 

6紆強で屋しい ・相になし 36% ・図I 28% ・目且テスト 24% 

こと ・目語 2096 ・テスト 1296 ・算散テスト 4% ・計算 4% 

7舅しい教科 ・算敦 12% ，図I 8% • 生活 4% 

8.学校で111って 侍になし64% .目語 8% ・恰食 8% .蘭強 4% ・算炊4%

いること ・作品作り 4% .いじわるされる4% 友達と仲良〈したい 4% 

5．終わりに～実践を基にしたスタートカリキュラムの改善～

表6 スタートカリキュラムにおける指導上の留意点

幼児教育で培うカ 育ちゃ学びをつなげるスクートカリキュラムの指導上の留意事項 ・先生や友達のことば 勇気づけと認める言菓かけを行い，成長を見敗り励まし，活動や気付

・先生や友違と触れ合 く幼児教育と小学校教育のつながり＞ や話に親しみをもっ きへの編値付けを行う．

い．安心感をもって行 幼児教育は，生罷にわたる人格形成の基1i11を培う重賽な物であり，

動する． 幼児期の特性を踏まえ．環境を通して行うものである．幼児のn亮的
・様々な活動に親し な活動としての遵びは．心夕の●和のとれた甍達の基磯を培う重賽な

み，楽しんで取り組 学習であることを量慮して，遊びを充実させたり亮農させたりするた

て聞いたり話したり ・ルールを守りながら，友達と一籍に遊ぶ事の楽しさを味わわせる．

する． ・学習規律の必璽性を子どもたちと一籍に葺え，楽しみながら規律を

・自分の思いを言葉で 守れるようにする．

鍵
む． めに．環魔を璽える．その幼児期に育まれた遊びの中の馳合的な学び

・健康な生活リズムを を保育者・小学校教諭がしつかり促え．小学校での教科指導での「g

表現したり，分からな ・学校生活の流れを把握できるように図示した掲示物を貼り，視覚的

言 いことを訪ねたり，検 に捉えやすくする．

康
身に付け．先生や友達 覚的な学び』に滑らかにつなげていくことを目指す．

と貪ぺることを楽し くスクー トカリキュラムのIii導上の奮意事項＞
菓 拶をする． ・学校遊具などで，いろいろな運動や遊びに桃職させ，集団行勲もで

・いろいろな体・を通 きるように指導する．

む． ・スクートカリキュラムを実篇するに当たり．学年間での憎導の共通 じてイメージや言菓 ・豊かな材料を使った襲作活動を経験させ，いろいろな用具の特性や

• 生活に必賽な活動を 哩鱗を図る．
を畳かにする． 扱い方も理解させる．

自分でやり．生活の場 ．鯛別指導で饂を生かすII会を大切にし，鯛の良さを認めながら集団

を●えながら見通し 学習への意●を高め．学び合いの学胃を大切にする．

をもって行動する． ・給食に慣れる間は．貪事の関間をゆったりとり．安心して楽しく食

. n分で葺え，自分で 事ができるようにする．

・絵本に親しみ，文字 ・ 自然や動櫨物と触れ合う活蘭を通して自然への員味 •関心を持たせ．

などで伝える楽しさ 科学的なものの見方へのヒントを提示して気付きを共有させる．

を昧わう． 眉題や提出物のg己確認ができるよう．提出ポード等の工夫を行う．

行動する． ・短叶問の活動を組み合わせるなど．B走の実●に応じて柔軟に指導 •生活の中で様々な事 • 生活や学弓場面で文字や数にふれ，その意昧や書き方を知る．

・遊びを通してやり遂 できるようにする． 象に気付いたり感じ • 国岱の時間の始めに音置を敢り入れ，いろいろな音霞方法でひらが

げる気持ちをもっ． ・換拶や綱の9支度．学胃準・がg分でできるよう手順や方法をわか たりして楽しみ，感動 なや文章の続みを楽しませ，はっきりした亮音で話せるようにする．

・友達と積極的に関わ りやすく表示しておく．

合’ りながら共感し．自分 . g分の机上を整えて学冒ができるようにする．の思いを伝えたり相 ・醤号順や2列等．様々な整列の仕方を学ばせる．

手の思いに気付く． ・子どもの員味・111l心を元にした生活科による合科的な指導を大切に

・友達と活動しなが し．学習震徽を引き出して探求的な学びができるようにする．

ら．工夫や協カ・善悪 ．輌の会から1校畔にかけての 「ゆったりタイム」では．蒙み聞かせ

したことを伝え合う． • 生活や学習場面で，人や物の数を数える活動を大事にする．

・感じた事や葛えた事 ・II!る姿勢や鉛筆の持ち方・声のものさし等の掲示をし，子どもたち

などを音や動き・書い が自分で意識できるようにする．

たり作ったりして表 ・ひらがなの筆順を楽しんで覚えられるよう，筆順カードを見ながら

現する． 声に出して唱えたり，電子黒飯を活用したりして習得させる．

の判繭• さまりを守り やお話し．手遊びやゲーム．嗽等を過してゆったり楽しむll:'/111や．気

思いやりをもっ． 軽1こg分の思いを話せる雰囲気づくりをして安心感をもたせる．

・自然に触れて生活 ・学級づくりと鯛別の支橿の阿輪を震識し，その土台を基に学習指導

表
• いろいろな素材に観 • 毎日の鴨の会や帰りの会で，挑霰したい事やがんばった事 ・ でき る

しみ工夫して遊び，自 ようになった事 ・友達の成長等を話す峙間を設定する．
現
分のイメージを動き ・集中して聞いたり見たりする力の育成を日指して． リズム打ちゃ

し，不思議さに気付 の工夫を行う．（インクルーシプの視点を大切にする） や言菓，演じて楽し 数当てゲームに撓隕させる。

き．性賣や仕組みに興 ・幼児JIiiまでの経蒙や学びを子ども達と蘊認し．その学びを生かした
む． ・教緬の筐み聞かせや，図書鱚を科用していろいろな本に親しませ，

昧を持つ． 指導を行う．

日
・季節の変化への気付 ・ク近な人と1!1わる話動を絞定し．その楽しさがわかり．進んで交洟

さやク近な動櫨物と できるようにする．

の闘わり． 数量や図 ・集団の一員としてより良い生活や人間関係が纂けるよう．学級での

楽しんで鼈書する時間を設定する．

．饒単な曲を蒙ったり，リズムやダンスを楽しんだりして，音楽に観

しませる．

形・標識や文字，情籠 役割を持たせ意欲的に学縁活動ができるよう．がんばりを共有する問 • ものの色や形への舅味 • 関心を生かした活動をさせる．

や篇設への貫峡•関心 間をつくる． ・年長ブライドを生かして，自己育定感や達成恵につなげる指導を意

をもつ。 ・支持的風上づくりを目指し．友達の良さを認め合えるよう．敦緬が 織して行う．
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今回作成したスタートカリキュラム（表3)の実践を基に，次の事項を改善することにした。

①今回のスタートカリキュラムの実践から，学年での指導の共通理解の大切さを感じた。そこで，教

師用として，幼児教育で培ってきた力を理解し幼児期からの学びの連続性を意識した指導を目的と

して，指導の留意点を示した事項を付け加え，次年度からの指導に活用できるようにした（表6)。

②今年度作成したカリキュラムに付け加えて，スタートカリキュラム時期の全容的な「活動及び目標」

「時間区分」「支援・指導の留意点」「単元配列表」を配列したスタートカリキュラムを改に作成した

（表7)。スタートカリキュラムの背景や教育的な意義を明文化することで，小学校入学後の接続期に

おけるスタートカリキュラムをより丁寧に指導面で具体化できるようにする。

保幼小の実態調査を実施させていただいたA町教育委員会から，本研究の成果を参考にスタートカ

リキュラムの構築を図りたいとの所見をいただいた。今後もスタートカリキュラムの改善を屈りなが

ら，円滑な幼小接続に向けて教育実践を進めていきたい。

表7 修正したスタートカリキュラム

各敦科等 第 1週 第2週第3週第4週第5週第6週第7週

：： 邑芸さこ：i|芸芸芸翌1:;：：□：；て1[；〗；;:：：戦に尽芽言：：；I臣苔臣号芦；I菩茎：i：i:
「ゆったりタイム」：幼児期に親しんできた遊びの要素を取り入れた活動で、楽しさや安心感を作る時間（朝の会～1校峙）

時間

区分
「いきいきタイム」 ：生活科を中心とした合科的 • 関連的な学習活動に、ゆったり取り組む時間 (2 ・ 3校時）

「わくわくタイム」：学習に対する期待感を生かして、教科学習にじつくり取り組む時間 (4校時）

留意点 I・勇気づけの言葉で励まし、日々の成長を見取り、価値付けの言葉で児堂に伝えることで、学校生活への安心感と意欲につなげる事を継続する。

国語

算数

生活

音楽

図エ

体育

道徳

特活

遊びと規律の指導のバランス・学習と遊びの比重の加減
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